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＜連絡事項＞
・定期心電図検査予定…東病棟は、2/24(火)15：00からの予定です。

＜入室状況＞
【入院】
・蛭子　修様～東D20
・石田　松春様～東C4

【転出】
・平内　直治様～東C4　→　南D204

【転入】
・坂本　愛子様～西B　→　東合

【ユニット移動】
・坂田　輝様～東A16　→　東合
・長根　瞳様～東C6　→　東A16
・坂本愛子様～東合　→　東D20　
＜患者様連絡事項＞
・長浜　厚子様～八戸市立市民病院　消化器内科受診。次回：R8.2.18(水)予定。
[bookmark: _GoBack]・梅田とよ子様～青山荘の体験外出に行かれる。受け入れ厳しいとの返事。
・大平　香奈様～10：00～外泊に行かれる。
・坂本　愛子様～エビリファイ(400)1キット　左肩へ実施。次回：R8.3.13（金）予定。

・工藤　重孝様～家族への架電頻回。診察の結果、主治医より精神症状悪化防止の為、R8.2.13より、家族に対する通信制限が開始となる。

・長根　瞳様～R8.2.13、小栁Dr.からの診察あり、不穏・興奮、自傷行為なく、落ちついて経過
している事から、10：19、身体拘束解除となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察時、他室入室やホール内を走り回り、迷惑行為あり早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情の険しさあるも妄想言動、不穏・興奮なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。自室内徘徊、放歌あり。不穏・興奮はなく過ごされている。危険行動、不潔行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。二ヤツキあるが自傷行為や不穏・興奮なし。拘束部位の循環障害・皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　　　R8.2.13、10：19、身体拘束解除となっている。

＜小栁Dr.診察情報＞
・工藤　重孝様～朝、家族様より何度も架電があり迷惑となっているため通信制限を掛けて欲しいと連絡があった事情報提供する。診察にて家族への通信制限かかることとなる。診察中「眠れないけど寝たら全て分からなくなるんです」と訴えあり、まずは休むことを優先とするように説明されデエビゴ（2.5）追加処方となる。

・長根　瞳様～主治医診察にて衝動行為や不穏興奮消失している事から、10：19、身体
拘束解除となる。また再度拘束となる場合についても本人へ説明し行動化しないように伝えている。

＜新入院患者様情報＞
①日　　時：令和8年2月13日　12：40
　氏　　名：石田　松春（いしだ　まつはる）様
　生年月日：昭和16年4月7日(84）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　R7年3月頃より、妻や孫のことも分からなくなる様子や、気に入らない事があると大声をあげる、殴る動作をするといった様子が見られていた。同年7月みかわ神経内科を受診しアルツハイマー型認知症の診断を受けたが、既に中重度である為処方はなく一度のみの受診であった。妻の介護
負担も強く、同年10月より訪問介護サービス、同年12月よりデイサービスを利用している。しかし、R8年に入りデイサービス送迎時に「ぶん殴ってやる」と怒鳴り拒否あり。以降は実際に手も出てきている状況。自宅では些細な事で怒鳴る、夜中に寝ている妻に懐中電灯を当てて起こす行動
も見られている。妻も対応に疲弊し、本人の前で泣き叫ぶことあり。専門治療、症状改善、環境調整目的にて、R8.2.13　東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。　

